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令和４年度呉市総合計画審議会 第１回会議 摘録 

 

１ 日時：令和４年７月２１日（木）１８時００分～２０時００分 

２ 場所：呉市役所７階 ７５１～７５４会議室（オンライン併用） 

 

 

【新原市長】 

 皆さんこんばんは。呉市長の新原芳明でございます。 

 本日は，Ｗｅｂでのご出席も含めまして，ご出席いただきまして誠にありがとうご

ざいます。 

 本日は，仕事をされている皆さんも出席しやすいようにということで，１８時から

という設定をさせていただきました。 

 新しい委員の方，特に無作為抽出で選ばれた市民委員３名の方もいらっしゃいます。

他の専門分野を持っておられる委員とはまた少し違う立場でございますので，気後れ

をしないで，普通の市民の立場で思ったことを何でも言っていただきたいと思います。 

むしろ，私としてはそれが非常にありがたいことですので，思ったことをそのまま

おっしゃってください。よろしくお願いいたします。 

 前回の総合計画審議会委員の皆さんで，この１０年間の総合計画を作っていただき，

今まさに運用していくという段階でございます。私は，計画を策定し運用していく市

役所側の責任者として，本日は皆さんのご意見を伺うために出席しております。市役

所側から答えなければいけないことなど，私の責任でお答えをさせていただきたいと

思います。 

 本日は皆さんのご意見を楽しみにしておりますので，どうぞよろしくお願い申し上

げます。 

 

【赤川会長】 

 皆さんに選出していただきました，会長を務めます赤川と申します。 

 今年度の審議会は，多くの皆さんのご協力によって策定しました第５次呉市長期総

合計画に基づいて，令和３年度から取り組んでいる，あるいは今後取り組むべき施策

の方向性などについて，皆さんからご意見をいただきたいということで進めていきた

いと思います。 

 どうか，いろんな角度から忌憚のないご意見をお願いいたします。 

 

 

◆ 議事 

◇ 政策分野１「子育て・教育分野」 

【郡山委員】 

○ どこの自治体においても，人口減少に非常に苦しんでいるが，様々な人口統計の

発表では，やはり子育て支援が充実している地域は人口が増加している傾向があ
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る。子育て世帯からすると，自治体を比較して子育てに適しているところに住むと

いう選択をすると思う。 

 呉市においても，ＧＩＧＡスクールや子育てポータルサイトなどＩＣＴを活用し

て先進的に行っている部分もあると思うが，他の近隣の自治体との比較などは実施

しているのか。 

○ 様々な施策に取り組んでいく中で，それが近隣の自治体と比べて，市民目線で呉

市ができているのか，また，ＫＰＩという話も出ているが，各担当部署が近隣の自

治体と呉市を比較し，優れているところ，劣っているところを検証し市内部で報告

しているのか伺いたい。 

 

【事務局】 

○ 子育て支援の制度を検討する際には，近隣市町の支援制度との比較は行ってい

る。しかし，実行した段階において他市町と比較し，見える化するということはで

きていないのが呉市の現状だと思っている。 

 

【郡山委員】 

○ 例えば，実際には呉市のほうが良い制度であっても，近隣市町のほうが良いとい

う声が出ているのであれば，それは伝え方の問題でもある。しかし，結果的に住民

はそれで判断して動いてしまう。 

○ 市として，数値的なものも大切だと思うが，もっと単純に市民がどういった感覚

を持っているのかについてのヒアリングを実施し，施策にフィードバックしてい

かなければ，呉市を住みやすいまちだと思ってくれないのではないか。 

 

【赤川会長】 

○ 基本政策２「学校教育の充実」におけるＫＰＩ①「全国学力・学習状況調査結果

（全国平均値との差）」について，１年目である令和３年度の実績値が低いが，こ

れについて要因分析をしているのか。 

 

【事務局】 

○ 教育委員会に確認したところ，学習の定着が図れてないことが要因と考えられ

るが，現時点ではそれ以上の要因分析は困難という回答であった。 

 

【赤川会長】 

〇 しっかり分析し，改善していただきたい。 

 

【渡辺委員】 

○ 基本政策１「妊娠・出産・子育て支援の充実」におけるＫＰＩ②「子育て支援に

関する行政サービスに満足している人の割合」について，基準年は令和元年の

22.2％であるが，５年に一度の評価で良いのか。また，25％という目標で大丈夫な
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のか。 

 

【事務局】 

○ 市民意識調査（無作為抽出した市民へのアンケート調査）の中で，子育て支援施

策に対して，満足・やや満足と回答した人の割合となっている。子育て世帯以外の

市民も回答しており，様々な選択肢がある中で，子育て支援に関する分野について

の満足度となっているため，低い数値になっている。 

 

【渡辺委員】 

○ 市民全体の意見を聞くのも大切であるが，その分野に直接関わりのある人たち

の満足度を上げられるような評価基準を設定するほうが良いのではないかと感じ

ている。 

 

【郡山委員】 

○ ＫＰＩに関して，例えば基本政策１「妊娠・出産・子育て支援の充実」のＫＰＩ

①「この地域で子育てしたいと思う親の割合」では約 6％の人が嫌だと回答してい

る。また，ＫＰＩ②「子育て支援に関する行政サービスに満足している人の割合」

では約 78％の人が不満であると回答している。 

この結果に対して，何が不満なのかという具体的な課題を抽出し，その課題への

対策ができているかという検証などはやっているのか。数字だけでなく，具体的に

どの分野が課題で，その課題を解決できているか。逆に，課題は解決したが，今ま

でできていたことがだめになってしまったなどを検証して公開しているのか。市と

して，何が達成できて，何が課題で，どう取り組んでいくのかについては数字だけ

では一般の感覚ではわかりづらい。 

 

【事務局】 

○ このＫＰＩに関しては，母子手帳の発行を受けている世帯の方への聞き取り調

査がもとになっている。「この地域で子育てしたいと思うか」という問いへの回答

として，そう思う・どちらかといえばそう思うと回答した割合であるが，それ以外

を回答した人へ深掘りし，改善していくということについて，現時点ではできてい

ない。 

 

【郡山委員】 

○ 個別のＫＰＩに関する意見ではなく，市として課題をしっかり把握し，解決して

くというプロセスを体系的に実施しているのかという疑問である。 

 数値目標を設定しているのであれば，なぜ目標が達成できているのか，なぜ達成

できていないのか，達成するためには何をしなければならないのかということにつ

いて，担当部署をコントロールし，担当部署がそれぞれの課題を把握して対策する

という，ＰＤＣＡサイクルを回すことを組織として行っていかなければならない。 
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【小谷委員】 

○ 学校教育について，令和３年度も令和４年度も教育分野にしっかりと予算を確

保していると思っている。令和３年度はＩＣＴを活用した教育のため，タブレット

を全児童に配布して活用し始めている。 

 また，子どもたちが過ごす学校施設についても，安全・安心で過ごしやすいとい

うことが重要であるが，令和４年度当初には耐震化が 98％完了している状態であ

り安心している。 

 今後も，特別教室の空調設備，トイレの洋式化といったハード面についてしっか

りと実施していただきたい。 

 

【蔭地委員】 

○ 現在，適応障害の子どもが多くなっているようだが，これに対する取組あるいは

今後の方向性についてはどうか。 

 

【事務局】 

○ 学校・保育の担当課において現状や方向性を整理し，後日，文書で回答させてい

ただきたい。 

 

【古川委員】 

○ ＫＰＩについて，資料では数字を読み解くのが難しい。目標値と実績値に対する

市としての現状認識や評価について示していただきたい。 

 

【事務局】 

○ ＫＰＩの設定のしかたや現状に対する認識・分析などについては，整理していき

たいと考えている。 

 

【諫早委員】 

○ 子育てに関して，新生児に対する１年間のおむつの無料配布を提案したい。兵庫

県明石市では，2020（令和２）年４月から開始しており，単なる援助にとどまらず，

子育て世帯における家計の負担軽減，母子の健康状態確認，虐待防止など複数の目

的がある。明石市でこの取組を開始して以降，人口が 30万人を超えて過去最多と

なったという実績がある。新生児のいる家庭に１か月 3,000 円程度のおむつ券を

１年間配布すれば 40,000円程度の負担軽減を図ることができる。 

○ 令和２年度における呉市の人口動向では，子育て環境を理由とした人口動向は

転出超過（転入：85人，転出：100人）であるが，実際に転入している人がいるこ

とから，こういった取組を実施することにより，呉市で子育てをしたいと考える住

民が増加するのではないか。 
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【錦織委員】 

○ 弟が中学生であり，学校給食を注文している生徒がどの程度いるかと聞いたと

ころ，かなり少ないようであった。現在，選択制デリバリー方式で実施している中

学校給食について，実態調査などは実施しているのか。 

 

【事務局】 

○ 中学校給食の喫食率は低い状態となっており，現在，実態調査を実施している。

また，中学校給食の今後のあり方についても検討していくこととしている。 

 

【西川委員】 

○ 私自身も子育て世代であるが，支援機関を利用するに当たって順番待ちの状態

だった。１か月どころか半年先まで待たなければならないという噂も聞いていた

が，自分が困っているときに半年先まで待ってくれと言われても待つことはでき

ない。親としてはどうしたら良いかわからない状態で，相談できるところもない。 

 例えば発達が遅れている子どもについても，小学生を見てもらえる心療内科がな

く，どこに相談すれば良いかもわからない，相談してもたらい回しにされるなどと

いった声を周囲の子育て世代からも聞いており，深刻な問題だと感じている。 

○ 学校給食に関しては，子どもから，デリバリー給食は注文するのが恥ずかしいか

らやめてほしいという声もある。義務教育の中では，みんなでそろって食べるとい

うことが基本ではないかと思う。 

○ 子育てに関する満足度について，市民感覚としては，結局，お金の部分ではない

か。私自身は呉市の子育て・教育施策に対して，困っていることはあっても不満は

抱いていない。 

 

【伊藤委員】 

○ 私は学校生活適応支援員という仕事をしている。コロナ禍で，学習や登校が困難

になっている児童が多くなっている。不登校の状態から学校に復帰し，別室で対応

しながら学級で学習する時間を徐々に増やしていく。学級復帰に１年以上かかる

こともあるが，学校生活適応支援員は現在３名しかいない。養護教諭や学校教育指

導補助員等と連携して児童一人ひとりを支えているが，支援を要する児童は多い。 

  よりきめ細やかで適切な支援をするために，子どもたちの学びを学校現場で支

援する人材を増やしていただきたい。 

 

 

【向井委員（欠席のため意見紹介）】 

基本政策１「妊娠・出産・子育て支援の充実」 

〇 支援・配慮を必要とする子どもとその家庭への支援（母子父子家庭等支援事業） 

 母子・父子自立支援員等による相談業務について，支援員や相談業務に民生委員

など地域や家庭状況を熟知した者を加え又は連携を図ることにより効果が期待で
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きる。 

 

基本政策２「学校教育の充実」 

〇 不登校児童・生徒の支援 

 コロナ禍や家庭環境の変化等からコミュニケーション能力が十分でない児童・生

徒が増えており，結果，不登校につながっている。 

 対象児童・生徒の把握，ケア，課題解決に向けた支援（支援員，場所）が必要で

ある。特に，保護者，学校，支援員の連携が重要。 

 

 

◇ 政策分野２「福祉保健分野」 

【山内委員】 

○ 基本政策３「高齢者福祉の推進」のＫＰＩ②「毎日の生活について『生きがいあ

り』と回答した高齢者の割合」について，目標値も実績値も 50％台となっている。

２人に１人というのはどうかと思うが，基本政策１「地域福祉の推進」における令

和４年度の新規事業として，複雑・複合化した福祉課題に対応する包括的な支援体

制の構築の中には，高齢者の生きがいにつながるような，どのような事業が含まれ

ているのか。 

○ 広島文化学園大学では例えば，文部科学省のブランディング事業で，高齢者や認

知症の人を対象としたカフェ活動で補助金をもらっている。大学を含めた教育機

関や企業をうまく活用して高齢者の生きがいにつなげていくという考えがあるか

どうか教えていただきたい。 

 

【事務局】 

○ 高齢者の生きがいについては，基本政策２「健康づくりの推進」における，高齢

者の保健事業と介護予防の一体的実施等が関わってくると考えている。 

○ 大学との連携については，これまでも様々な形で各先生や大学にお願いしてき

ていることはあると思うが，引き続きご支援いただきたいと思っているので，担当

課に状況を確認し回答したい。 

 

【渡辺委員】 

○ 基本政策１「地域福祉の推進」のＫＰＩ及び事業として地域福祉計画の策定につ

いて掲載されている。令和３年度に私も審議会に呼ばれ，臨時委員という形で参加

したが，地域福祉計画の策定の仕方が少し良くなかったのではないかと考えてい

る。 

 地域福祉計画のコアとなるのは，施策の方向にも書かれているとおり，地域をと

もに創っていく地域共生社会の実現ということだ。その柱となるのが，今まで縦割

りだった行政の制度や施策を横につないでいくことと，支え手・受け手の関係を超

えて地域住民や地域の多様な主体が我が事として参画し，人と人，人と資源が世代
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や分野を超えてつながるということだ。目指すものは，これまでの専門職や行政に

頼るだけの地域ではなく，当事者や市民が参加していく地域である。 

 しかし呉市では，地域福祉計画を専門職や行政だけで策定している。大学・企業・

当事者など様々な主体が参加し，ともに創っていけるような地域福祉という考え方

があると，高齢者の生きがいなどにもつながっていくのではないか。 

 地域福祉計画を策定したこと自体は非常に良いことなので，策定で終わらず，事

業の実施・評価をしてより良いものにしていくことで，呉全体が良いまちになって

いくということが目標だと思う。 

○ 基本政策５「生活困窮者の支援」のＫＰＩ「自立相談支援による就業者数」につ

いて，コロナ禍で様々なものが停滞している中，この数値はかなりの実績となって

いる。 

 その要因として，ひとつは担当部局の頑張りにより支援が上手くいっていること

があると思うが，もうひとつの側面として，コロナ禍によって仕事を失ってしまっ

た人，不安定な形で就業している人，支援が必要な人などが増えているのではない

かと推測している。 

 新型コロナウイルス感染症の流行拡大から２年が経過し，今後も影響が出てくる

と考えている。生活福祉資金の緊急小口資金の返還がこれから始まっていくが，返

還できない人が出てくるという予測もされている中で，どのように対応していくか

について関心がある。 

○ 呉市内においても，各地域での地域差があると思っている。福祉の問題や生活の

問題は，島しょ部，山間部，中心部で異なっていると考えているため，地域ごとの

評価もしたほうが良いと思っている。 

 

【事務局】 

○ いただいた意見については担当課に確認していきたい。 

○ 生活困窮の数値については，令和３年度も数値が伸びていることから，就職でき

た人数は増えているという現状である。担当課への聞き取りでは，就職できてもま

た離職される人もいるとのことであるので，引き続き，コロナ禍の影響を大きく受

けている人を含め，就業相談などケアしていく必要があると考えている。 

 

【赤川会長】 

○ 両委員が言われたように，大学などの様々なリソースを上手に活用し，皆さんで

協力していいまちにしていくことができればと思う。 

 

【郡山委員】 

○ ＫＰＩと政策の関係について伺いたい。例えば，基本政策３「高齢者福祉の推進」

に「毎日の生活について『生きがいあり』と回答した高齢者の割合」というＫＰＩ

がある。このＫＰＩに対する事業として，認知症対策の推進や在宅医療・介護連携

の推進などがあると理解しているが，この事業を実施していく中でどのようにし
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て生きがいがあると回答する人が増えるのか。 

認知症対策は，本人や家族のサポートで，在宅医療・介護はどちらかというと負

の側面を無くしていくという事業だと思うが，そこからつながるＫＰＩとして，生

きがいありと回答する人につながるという関係性について教えてもらいたい。 

○ 基本政策２「健康づくりの推進」のＫＰＩ②「要介護・要支援認定率（65 歳～

74歳）」について，目標値が 3.7％で固定化されているが，これ以上改善が難しい

のか，それとも悪化するところを頑張ってとどめているのか，その設定根拠を教え

てもらいたい。また，そういった設定根拠などがわかる資料の作り方にしてもらい

たい。 

 

【事務局】 

○ 生きがいに関するＫＰＩの部分については，担当課に確認して回答したい。 

○ 要介護・要支援認定率及び資料の表示については，目標値の設定根拠などを確認

し，お示しできるようにしたい。 

 

【岡田委員】 

○ ＫＰＩの表示については，私からも改善を要望する。 

○ 基本政策２「健康づくりの推進」の施策②「データヘルスの推進」について，呉

市は平成 20年に全国に先駆けて取組を始め，データを活用した保健指導や重症化

予防を推進してきている。現在，こうした取組が県内の全ての市町にも広がってい

るということで評価している。 

 このような取組を引き続き進めてもらうとともに，これによって，例えば医療費

がどの程度下がったのか等の具体的な数字を示してもらえれば，市民に対するＰＲ

や，住みやすいまちになったという認識にもつながると思うので，検討いただきた

い。 

 

【向井委員（欠席のため意見紹介）】 

基本政策３「高齢者福祉の推進」 

〇 地域包括ケアシステムの推進（包括的支援事業） 

 今後増加が予想される認知症などを原因とした行方不明者の早期・安全発見のた

めのツールの充実（ＧＰＳや防犯カメラの活用など）。 

 

 

◇ 政策分野３「市民生活・防災分野」 

【海堀委員】 

○ 基本政策４「防災・減災に向けた体制の強化」のＫＰＩ①「防災意識の向上度（災

害対策をしている市民の割合）」について，令和元年の 73.7％という実績が高いの

か低いのかわからない。非常に重要な調査データであるが，分母の調査対象者や分

子の対策をしている市民がどういった人かイメージがしにくい。 
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 防災リーダーの育成など，地域防災力の強化に向けた取組をしているが，一般市

民に対して防災の意識づけをするのは簡単ではない。様々な地域で問題となってい

るのは，自分事としてとらえてもらうことの難しさである。地域防災力の強化を目

指していく中で，間違った知識や認識が広まってしまっている地域もある。それを

防ぐためには，地域の中で核となる人材を育てていく必要があり，呉市の方向性は

間違っていないと思うので，そのあたりに留意して推進してもらいたい。 

○ 防災情報システム管理事業において，河川ライブカメラの運用等 1,704 千円が

計上されている。雨が降っているときには人間の目で見に行くことは危ないので，

この事業は非常に重要である。現在はカメラの価格も安くなってきているので，こ

ういった設備を増やし，地域住民に認識してもらったり実際に見てもらったりす

ることで，我が事として考えてもらう人を増やすことにもつながるのではないか。

講習会を行うことも必要だが，身近なところで防災の仕組みを認識できることも

必要である。 

 

【事務局】 

○ ＫＰＩの調査元である市民意識調査については，20 歳以上の市民 4,000 人を無

作為抽出し，郵便でアンケート調査を行ったもの。1,577人から回答を得た中で，

災害に備えて日ごろから対策を行っているかという質問に対し，災害対策をして

いる人とややしていると回答した人の割合となっている。 

○ 防災に関していただいた意見については，担当課にしっかりと伝えたい。 

 

【海堀委員】 

○ 今の回答から，アンケートについては，危険区域ではない人も対象ということで

あり，100％にはならないと思う。回答者の中から危険な状況となり得る区域の住

民をピックアップするなど，回答者の属性をもとに踏み込んだ分析をすると，もっ

と割合が明確になってくると思う。 

 

【岡田委員】 

○ 基本政策１「市民協働と多文化共生の推進」のＫＰＩ①「地域活動に参加してい

る市民の割合」が 37.7％となっているが，この項目は防災とも関係があると思っ

ている。防災白書においても，地域活動と防災は関係が深いとも言われており，地

域活動の活性化が防災活動の活性化や地域防災力の強化にもつながっていくので

はないか。今後の人口減少や高齢化といった社会情勢を見据えた際に，地域の防災

活動だけでなく地域活動を活性化させていくよう，この数値（37.7％）をしっかり

上げていく方向に取り組んでいくことが必要である。 

 

 

【郡山委員】 

○ 基本政策１「市民協働と多文化共生の推進」において，地域パートナーシップ支
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援事業が計上されている。呉市に４年関わってきて，市民がやっているホームペー

ジなどインターネット系の活動で情報発信をしている人が多くいることがわかっ

た。 

呉市の今後の情報発信を考えると，民間団体や個人でインターネットを活用して

情報発信しているところに対して支援してみるのはどうか。呉市を盛り上げようと

しているホームページやポータルサイトを網羅的に把握，集約して積極的に支援す

ることで，呉市自体の存在感も上げることができ，市民が積極的に参加することで

コミュニティの形成にも役立つのではないか。 

新原市長になってから，防災に関しては市役所が一丸となって，他市町と比較し

ても良くなっていると思うが，地域活動の支援についても，こういった草の根的な

活動の支援にも力を入れていただきたい。インターネットの発信についてはあまり

お金がかからないが，細かいところで苦労している人もいる。市の予算としては多

額にはならないので，新たな担い手の育成も含めて，充実させていただきたい。 

 

【向井委員（欠席のため意見紹介）】 

基本政策４「防災・減災に向けた体制の強化」 

〇 防災力の向上（防災対策事業） 

 年々，大規模自然災害が連続しており，災害時の避難場所の確保や緊急生活物資

の保管などを民間企業も巻き込んで用意し，市民に広く周知し不早い避難を可能に

する。 

 

 

◇ 政策分野４「文化・スポーツ・生涯学習分野」 

【郡山委員】 

○ 基本政策１「文化の振興」における，美術館等のデジタルアーカイブ化は非常に

良い取組だと思う。現在，世界中の美術品や文化を伝えていくためのデジタルアー

カイブ化が進められており，国宝等でなくても，呉市が所蔵しているものを公開し

ていくのは非常に良いことだと思う。 

 リクエストとしては，せっかくデジタルアーカイブ化を行うのであれば，ぜひ呉

市内で行っていただきたいということだ。実はデジタルアーカイブを作ること自体

はあまり難しくなく，高校生や地元の小さな会社でもできることなので，同じ予算

であれば呉市に還元されていく形で進めてもらいたい。予算額としては少額だが，

大和ミュージアム等デジタルアーカイブ化できる所蔵品は多くあるので，呉市内の

ＩＣＴリテラシーの向上やＩＣＴ関連のビジネスを活性化させることにもつなげ

ていただきたい。 

 

 

【古川委員】 

○ 基本政策１「文化の振興」のＫＰＩ②「文化施設の来館者数」については，来館
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した呉市民の人数なのか。 

 

【事務局】 

○ 呉市民に限らず，文化芸術施設に来館した人の数である。 

 

【古川委員】 

○ 呉市立美術館については，かなり老朽化しており，文化を振興する中で位置づけ

をどうするかについては検討したほうが良いと思う。 

例えば，東広島市立美術館は 2020 年に開館したが，今年，ピクサー展が開かれ

た際には６万人が集まったと聞いている。美術館は文化施設としての役割もある

が，地域振興の役割もあると思う。呉市においては，呉市立美術館が中心にならな

くてはいけないと思うので，そこの位置づけをもう一度見直していただきたい。 

 

【西川委員】 

○ 基本政策２「スポーツの振興」について，以前の審議会でも発言したが，人口減

少による子どもの減少に伴って，中学校の部活動のあり方を考えていただきたい。

学校によっては生徒数が少なく，限られた部活動に入らざるを得ず，今までやって

いたスポーツを継続することが難しい状態となっている。 

呉市では，地域の人たちを含めた仲間たちと一緒にスポーツをするような体制が

あまりできておらず，スポーツをするために呉市外のクラブチームなどに加入する

人もいる。そういった家庭では，働いている親が送迎し夜遅く帰ってくるという生

活であり，親としては，プロになるという前提の話ではなく，自分が住んでいるま

ちでスポーツを通じて心を育むことができないかと悩んでいるところだ。 

 

【事務局】 

○ 以前の会議において，西川委員から同様のご意見をいただいており，その際も明

確な回答ができなかったと記憶している。 

 学校外でのクラブ活動というご提案については，担当課に伝え，検討していきた

いと思う。 

 

【向井委員（欠席のため意見紹介）】 

基本政策１「文化の振興」 

〇 文化芸術の振興 

 子どもに呉ならではの文化・芸術（作品，祭り，史跡，著名人の話など）を見学

体験させ，市民としての愛着を醸成する。 

 

 

◇ 政策分野１～４ 

【下野委員】（政策分野１「子育て・教育分野」） 
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○ 基本政策１「妊娠・出産・子育て支援の充実」のＫＰＩ①「この地域で子育てし

たいと思う親の割合」について，母子手帳を持っている母親へのアンケート調査と

いうことで，政策自体が女性向けということが基盤にあると思う。母子手帳を持っ

ている段階で呉市に住んでいる人は，もう呉市に住むことを決意している人が多

いのではないか。そういった人を対象に，この地域で子育てしたいかという質問は

時代によって多少増減する程度であまり変化がないのではないかと思う。 

○ 母親を対象とした調査も良いが，父親を含めた調査があれば，数字が変わってき

たり課題が浮き彫りになってきたりするのではないかと思う。 

 

【西川委員】（政策分野１「子育て・教育分野」） 

○ 都会とは異なり，現在，呉市に住んでいる人の中で，隣の自治体のほうが子育て

の支援が厚いからという理由で住み替える人がいるのかという感覚がある。呉市

に住んでいる親は，呉市が行っている施策や受けられる支援の中で何とか折り合

いをつけて生活しているように感じる。 

 

【郡山委員】（政策分野１「子育て・教育分野」） 

○ 子育てに関連しての住み替えについて，結婚を機に一緒にどこかに住むことに

なったり，賃貸暮らしから一軒家やマンションを購入したりするタイミングがあ

る。結婚をするということは子どもをつくることを想定している人も多いと思う

ので，新婚家庭に対して，呉市で子育てをしたいかどうかを調べてみることは一案

である。妊娠して母子手帳を取得している人は，呉市で生活することを決めている

人も多いと思うので，これから結婚する人や新婚で呉市に転入してきた人に，呉市

で子育てをしたいか，なぜ呉市を選んだのかについて聞いてみると，何かヒントに

なるのではないか。 

 

【小谷委員】（政策分野４「文化・スポーツ・生涯学習分野」） 

○ 基本政策１「文化の振興」について，市民が文化芸術に触れる機会が少ないよう

に感じている。例えば，文化ホールでのイベント等で空席があれば，小中高校生を

招待するなどして，若い時から様々な文化芸術に触れる機会があることは非常に

重要だと思う。 

 

【海堀委員】（政策分野４「文化・スポーツ・生涯学習分野」） 

○ 基本政策２「スポーツの振興」について，中学校の部活動が選べなくなってきて

いる状況，スポーツするために呉市外に行ってしまう状況が生まれていることに

対して，学校外でそういった活動ができる仕組みをつくることは非常に重要だと

考えている。 

例えば，子どもたちのスポーツを指導できる人に来てもらって，学校単位ではな

くスポーツクラブのように呉市内でスポーツを楽しむことができれば良いと思う。

また，そういったクラブを呉市が支援していくことで，スポーツをしたくてもでき
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ない子どもたちやスポーツから離れていってしまう子どもたちを引き留め，才能を

伸ばすことにもつながるのではないかと思う。 

○ 基本政策１「文化の振興」について，仮にコンサートホールで空席が目立つ状況

はもったいないので，子どもたちが文化芸術に触れられる機会を市が確保してあ

げることが必要ではないか。普段，触れる機会がないために面白さに気づけない可

能性もあり，少し経験するだけで関心や潜在的な能力が高まって育っていく可能

性もある。文化芸術においてもスポーツにおいても，学校だけにゆだねることは難

しくなってきているので，呉市でサポートし，触れられる機会を増やせるような仕

組みを検討してもらいたい。 

 

 


